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一流アスリートの技に感動しよう！
車椅子バスケットボール日本代表チームがやって来る。

ボランティア募集

 ・伊佐に住む人々が、一流のアスリート達の技や努力に感動し、さまざまな分野に意欲
　と希望をもって取り組んでほしいから―
 ・障がい者の積極的な活動を広く地域社会に広め、健常者との交流を深めることによっ
　て本市の「人にやさしいまちづくり」を進めたいから―
 ・車椅子バスケットボールをテーマとした漫画「リアル」の作者である本市出身の世界
　的な漫画家、井上雄彦氏を敬愛するとともに、2020 年開催のパラリンピックに向け
　日本代表チームの今後の活動を応援したいから―

この思いと日本車椅子バスケットボール連盟のご協力により実現。

主催：伊佐市、車椅子バスケット合宿 in 伊佐実行委員会
共催：伊佐市教育委員会
協力：一般社団法人日本車椅子バスケットボール連盟

　合宿・紅白戦を一緒に盛り上げてくれるボランティアを募集します。
活 動 日　７月 31 日（木）～  8 月 4 日（月）のうち参加可能な日
活動内容　会場設営・練習・紅白戦運営サポート
注意事項　▽会場への移動手段、交通費・報酬・謝礼等はありません。
　　　　　▽活動内容については、事前に打ち合わせをします。
　　　　　▽ご希望に添えない場合があります。
申込方法   お電話またはメールで「①住所②氏名③年齢④電話番号⑤参加日」をお知ら　
　　　　　せください。
申込期限　７月 15 日（火）

申込・問い合わせ先    企画政策課政策第１係 　☎㉓１３１１・ 　seisaku@city.isa.lg.jp  
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車椅子バスケットボール日本代表チームがやって来る。

競技時間 
ゲームは 10 分のピリオドを 4 回行います。第 1 ピリオドと第 2 ピリオド
の間、第 3 ピリオドと第 4 ピリオドの間に、それぞれ 2 分のインターバ
ルをおき、ハーフ・タイムは 10 分です。
1 チーム 5 人の選手が、一般のバスケットボール競技と同じ高さのゴール
にボールを投げ入れて、得点を競います。

タップ・オフ  
第 1 ピリオドの開始時のみセンター・サークルで行われます。第 2 と、第 3、
第 4 ピリオド及び延長時限はセンター・ラインのアウトからのスロー・イ
ンでゲームが開始となります。

トラヴェリング 
プレイヤーがボールをコントロールしている時のプッシュは、 連続して 2
回までです。3 回以上プッシュするとトラヴェリングのヴァイオレイショ
ンで相手ボールのスロー・インとなります。

ゴールと点数 
スリー・ポイント・ラインより内側からのショットによるゴールは 2 点、
スリー・ポイント・ラインより外側からのショットによるゴールは 3 点、
フリースローによるゴールは 1 点となります。
※ フリースローやスリー・ポイント・ ショットの場合は前輪（キャスター） 
　がラインを越えてもよい 

おもな反則
■ プッシング　手や体あるいは車椅子で 相手や車椅子を無理に押して動
　　　　　　　   かすこと。
■ イリーガル・ユース・ オブ・ハンズ　手で相手をたたくこと。  
■ ホールディング　手や腕で相手や車椅子を押さえて行動の自由を妨げ
　　　　　　　　 　 ること。 

写真提供：「週刊ヤングジャンプ［リアル］／名古桂士」
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行政からのお知らせ

第１回伊佐ハーフ・リレーマラソン 参加者募集

日　　時　７月 27 日（日）  ８時 30 分受付  10 時スタート（雨天決行）
場　　所　忠元公園
募集クラス    ドシロートクラス（初級者）
　　　　　ミックスクラス（女性が 2 人以上）
　　　　　ファミリークラス（家族 1 組以上）           
申込方法　①伊佐ＰＲ課に備えてある参加申込書に記入のうえ、
　　　　　　事務局０９９・２０１・３１３７にＦＡＸ。
　　　　　　※ 市ホームページからもダウンロードできます。
　　　　　②参加料を振込む。
申込締切　７月 13 日（日）
参 加 料　小学生以下　1,000 円
　　　　　中学生以上　2,000 円　

　２～６歳を対象としたランニングバイクレース。
　参加費は 500 円です。
　※ 詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第２係　☎㉙４１１３　

　県内の観光地をリレーする地域活性化プロジェクト。５～ 25 人で 1 本のたすきをつなぐ、ハーフ・
リレーマラソン。

伊佐夏祭り＆六月灯 宝くじ
伊佐市夏祭り（大口中央商店街）　　　７月 26 日
本城ふれあい夏祭り（本城小学校）　　７月 27 日 18：30 ～
羽月北校区夏祭り（羽月北小学校）　　８月    2 日 18：30 ～
羽月校区夏祭り（羽月小学校）　　　　８月    9 日 18：00 ～
針持校区夏祭り（針持小学校）　　　　８月 10 日 18：00 ～
平出水校区夏祭り（平出水小学校）　　８月 13 日 18：30 ～
山野校区夏祭り（山野中学校）　　　　８月 14 日 18：00 ～
田中校区夏祭り（田中校区体育広場）　８月 15 日 18：00 ～
牛尾校区夏祭り（牛尾小学校）　　　　８月 16 日 18：00 ～
曽木校区夏祭り（西太良地区コミュニティセンター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８月 16 日 18：30 ～
羽月西校区夏祭り（羽月西小学校）　　８月 16 日 19：00 ～
湯之尾神社六月灯　　７月 19 日　17：30 ～
郡山八幡神社六月灯　７月 19 日　18：30 ～
※ 情報提供のあった校区のみ掲載しています。（６月 20 日現在）

　◎同時開催イベント「ちびっこのりだー」

　この宝くじの収益は、市町村
の明るく住みよいまちづくりに
使われます。
発売期間
　７月４日（金）～ 25 日（金）
抽 選 日　８月５日（火）
当 選 金

〈サマージャンボ宝くじ〉
○１等　４億円 ×26 本
○１等前後賞　１億 ×52 本
○２等　1,000 万円 ×52 本
○３等　100 万円 ×2,600 本

〈6,000 万サマー〉
○１等　6,000 万円 ×90 本
○２等　600 万円 ×180 本

市からのお知らせやイベント情報などの最新情報がすぐに見られる！
問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３

ピッ
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「粗大ごみ・燃えないごみ・資源ごみ」は
未来館に持ち込めません

大口地区の皆さまへ

　未来館は、平成 15 年４月から伊佐市・湧水町・霧島市（牧園・横川）の２市１町から排出される
一般廃棄物（業務用を含む）のごみ処理を行う施設として構成市町で負担金を拠出し運営しています
が、旧大口市は平成 12 年に大口リサイクルプラザを建設し粗大ごみ・燃えないごみ・資源ごみの処
理を行っているため、未来館のリサイクル部門への負担金を拠出していません。
　そのため、大口地区から排出される「粗大ごみ・燃えないごみ・資源ごみ」
は、未来館ではなく、大口リサイクルプラザに搬入してください。

問い合わせ先
環境政策課　　　　　　　☎㉒１０６０
大口リサイクルプラザ　　☎㉘２８１１
伊佐北姶良環境管理組合　☎㉔１５００

粗大ごみ 燃えないごみ

　ステレオ・扇風機・掃除機・ビデオデッキ・ス
　トーブ・ガスレンジ・電子レンジ・衣装ケース
　など

　ガラス・鏡・せともの・金属製品全般・フラ
　イパン・なべ類・スプレー缶・カセットボン
　ベ・油びん・錆びた缶・小型電気製品・刃物
　など

資源ごみ
缶・びん ペットボトル プラスチック製容器

　スチール缶・アルミ缶・びん類（酒・
　ドリンク剤・しょうゆ・インスタント
　コーヒー）など

　ペットボトル各種（ジ
　ュース・醤油など）

　食品・商品の容器・包装
　に使われていたプラスチ
　ックやビニール

大口リサイクルプラザ　利用案内

大口地区から「未来館」に持ち込めないごみ

持込料金　家庭ごみは 30kg まで無料（30kg を超え
　　　　　る分は 10kg につき 80 円）、事業系ごみ
　　　　　は 10kg につき 80 円
※産業廃棄物や処理困難なごみ及び家電リサイクル
　法の対象品目（テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯  
　機・衣類乾燥機） は持ち込めません。

持込時間　月曜日～金曜日・日曜日
　　　　　８時 30 分～ 16 時 30 分
休 館 日　毎週土曜日　

賞名 名前（学校名・学年）
 鹿児島県歯科医師会長賞  牛島航太郎　（山野小２年）
 かごしま口腔保健協会長賞  尾口愛美　　（針持小４年）

 鹿児島県学校歯科医会長賞  田中亜由美
 （大口明光学園中等部２年）

 ㈱損保保険ジャパン賞  山下花菜　　（大口小６年）
 伊佐市長賞  永田真理子　（南永小１年）
 伊佐市教育長賞  伊藤凛音　　（山野小３年）
 伊佐市歯科医師会長賞  西窪優輝　　（大口小５年）

　６月５日に「歯と
口の健康週間」図画
作品の選考会が行わ
れました。

　多くの児童・生徒の応募があり特別
賞７人、入選 32 人が選出されました。
特別賞は、次のとおりです。（敬称略）

「歯と口の健康週間」図画コンクール表彰
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行政からのお知らせ

平成 26 年度自衛官等募集

大口・大口南・山野中学校の閉校式

種目 受験資格 受付期間 試験期日
  一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月９日   ９月 19 日（金）、20 日（土）

  自衛官候補生（男） 18 歳以上 27 歳未満 年間を通じ実施   受付時お知らせ

  自衛官候補生（女） 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月９日   ９月 25 日（木）～ 29 日（月）
  いずれか１日

  航空学生 高校卒（見込含）21 歳未満 ８月１日～９月９日   ９月 23 日（火）

　詳しくは、自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jeikanbosyu/）をご覧ください。
志願書類請求・問い合わせ先　自衛隊国分地域事務所　☎０９９５・４５・１８３６

問い合わせ先　教育委員会総務課総務係　☎㉓１３１１

　平成 27 年 4 月１日の大口中央中学校開校に伴い、平成 27 年 3 月末日で閉校となる大口中学校、
大口南中学校、山野中学校の閉校式が次のとおり開催されます。
　詳しくは、決まり次第お知らせします。

◆○学　　の被保険者証をお持ちの人は更新の手続きが必要となります。
　　大学や専門学校などに修学するため家族と離れて（伊佐市を転出して）
　生活する場合は、学生用の被保険者証が別に交付されます。
　手続きに必要なもの
　　現在 ○学　　の被保険者証をお持ちの人は、７月 28 日から
　随時更新しますので、各自で手続きをしてください。
　持参するもの　○現在交付してある○学　の被保険者証　
　　　　　　　　○世帯主の印鑑　
　　　　　　　　○在学証明（学生証は不可）※ 平成 26 年４月以降に提出済みの人は必要ありません。
　場　　所　市民課健康保険係（大口庁舎）または地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）
保険税や保険料の滞納にご注意ください
　保険税や保険料の滞納がある場合は、期間を限定した被保険者証（短期被保険者証）を発行するこ
ともありますのでご注意ください。（事情により納付が困難な場合は、税務課収納管理係にご相談く
ださい。）
問い合わせ先　市民課健康保険係　☎㉓１３１１

　７月末に各世帯に郵送しますので手続きの必要はありません。
◆国民健康保険被保険者証・後期高齢者医療被保険者証は

国民健康保険被保険者証・
後期高齢者医療被保険者証の更新

（イメージ）

現在お持ちの被保険者証は、

７月 31 日で期限切れとなります。

閉校記念式典

大口南中学校
平成 27 年 3 月 21 日（土）

閉校記念式典

大口中学校
平成 27 年 3 月 15 日（日）

閉校記念式典

山野中学校
平成 27 年 3 月 22 日（日）
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浄化槽法定検査（法第 11 条）受検のお願い
合併・単独浄化槽を設置しているご家庭は浄化槽法定検査を受検しましょう

　この検査は、浄化槽が適正に維持管理されているかを調べるもので、県知事が指定した検査機関で
ある（公財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事前にハガキで通知した検査日にうかがい、現場
での検査と浄化槽の放流水を採水し持ち帰って水質検査を行います。
※ ㈲大口伊佐清掃社が行う保守点検とは別のものです。
　11 人槽以上及び管公署の浄化槽は毎年１回検査を受けなければなりませんが、10 人槽以下の家族
槽も現在は３年に１回検査を受けなければなりません。その年に検査対象となる浄化槽のご家庭につ
いては、事前に（公財）鹿児島県環境検査センターから日程通知がありますので必ず受検してください。

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽
定期検査（５～ 10 人槽） ４，０００円 ６，０００円

問い合わせ先
（公財）鹿　児島県環境検査センター　  ☎０９９・２９６・９０００
県生活排水対策室　　　　　　　☎０９９・２８６・３６８５
姶良保健所衛生・環境課　　　　☎０９９５・４４・７９５９
環境政策課環境保全係　　　　　☎㉒１０６０
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上
半
身
写
真
貼
付
）
に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間

内
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
祭
日
は
除
く

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）　　

☎
�
１
３
１
１

平
成
26
年
度

伊
佐
市
職
員
採
用
試
験



ISA City Public Relations  2014.07.01　　8

行政からのお知らせ

　遊漁鑑札を次のとおり販売します。遊漁をする際は、
必ず鑑札を購入し携帯してください。
　遊漁監視員が提示を求める場合があります。

魚　種 漁　具　・　漁　法 級 遊漁料（年） 遊漁料（日）

こい・ふな
うなぎ

おいかわ
やまめ

釣り（やまめ以外の魚） 4 級 　　2,000 円 　　   500 円

釣り（やまめ）
網、かご、はえなわ 3 級 　　3,000 円 　　1,000 円

あ　ゆ あゆ漁全般（せめ川を除く） 2 級 　　5,000 円 　　1,000 円

問い合わせ先　川内川上流漁業協同組合　☎０９９５・２２・４７７７

※ 中学生以下は無料。

区　域 魚　種 漁　法 期　間
　吉松橋上流端から上流 150 メートル、
　下流端から下流 500 メートル以内の流域 全魚種 全漁法

      1 月 1 日 ～ 12 月 31 日　阿波井堰堤上流端から上流 180 メートル、
　下流 90 メートル以内の流域 全魚種 全漁法

　轟の井ぜきより牛尾川打出し 全魚種 網　漁
　全　区　域 うなぎ 全漁法   10 月 1 日 ～     2 月末日

漁具・漁法 規　模
網　　類 　網の全長 20 メートル以下
こいかご 　１人 3 個以内

はえなわ漁 　仕掛け１つに針 20 本まで（仕掛けは５つまで）
　日中は禁止のため取り外す

バクダン釣り 　１人 5 本まで（無人釣りは禁止）

魚　種 期　間 魚　種 期　間

こい・ふな
おいかわ １月１日～ 12 月 31 日

うなぎ
やまめ ３月１日～      ９月 30 日

あ　ゆ ６月１日～ 11 月 30 日

川内川で釣りをするには鑑札が必要です

【遊漁期間】

次の表の漁具・漁法は、それぞれの規模でなければならない。【漁具・漁法の制限】

【禁止区域及び期間】

伊佐市：釣りランド、前田商店、鵜木酒店、陣之内正実（大口）、奥薗幸（羽月）、
　　　　吉松貞仁（西太良）、高松和明（菱刈）、町昭法（本城）
湧水町：RIC かこい、タマヤ薬品、境田ストアー、役場栗野庁舎農林課、牧野利雄
　　　　（栗野）、鶴田正信（吉松）

【鑑札販売所】

【遊漁料の額】

　平成 25 年に県立高等学校の受験に関する規則が変更され、県外も含め学区外
からの受験が可能となっています。今後、遠方からの大口高校及び伊佐農林高校
への入学希望者も想定されることから、市では高校生の下宿受入れについての意
向を把握したいと考えています。高校生の受入れ希望のある人はご連絡ください。
連絡・問い合わせ先　企画政策課政策第１係　☎㉓１３１１

高校生の下宿受入れ意向調査
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ま ち
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伊佐湧水消防組合野球部
　平成 26 年度全国官公庁野球大会鹿児島県
予選優勝
※ 全国大会開催地：東京都 
　8 月 17 日～ 21 日

全国大会に行ってきます

　15 年以上、民生委員（児童委員）として
活動された３人が、その功績に対する厚生労
働大臣特別表彰を受賞されました。（敬称略）
写真左側から：小路紀子（針持）、有村知子

（大口）、中村悦子（針持）

厚生労働大臣特別表彰

　ＮＨＫ連続テレビ小説に登場する人物のモデルになっ
た歌人 柳原白蓮は昭和 32 年に旧大口市を訪れ次の歌を
詠んでいます。
　「もののふの昔がたりを曽木の滝

水のしぶきにぬれつつぞ聞く」　
　この歌碑は曽木の滝
公園にあり、地元の人
や曽木の滝ボランティ
アガイドを通じて広く
紹介されていましたが、

ドラマの影響もあって今また注目を集めています。
　白蓮直筆の色紙等を特別公開します。大口ふれあいセンター
２階図書館にて、７月８日（火）～ 27 日（日）の９時～ 18 時（日・
祝日は 17 時まで）。※ 休館日は 14 日、22 日。

曽木の滝と歌人「柳原白蓮」
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ISA City Topics

　５月 18 日、大口総合体育館で「第４回伊
佐こどもまつり」が開催されました。
　市内有志の保育園、幼稚園、発達支援セン
ター、子育て支援センター、市の協力により
開催され、場内は子ども達の喜ぶ声で溢れて
いました。
　オープニングでは、イーサキング、とがめ
ん、トガメンダーの地元キャラクターが登場
し、子ども達と一緒に記念撮影や紙遊び、わ
らべ歌を楽しみました。
　また、実行委員ＯＢによる劇「あかずきん
ちゃん」に子ども達の視線は釘づけでした。
　ＮＰＯこども医療ネットワークの協力によ
る育児相談コーナーも設置され、相談者の悩
み解決に役立っていました。

　便利帳は、地域事業所や医療機関などにご
協賛いただき、官民協働事業として共同発行
しました。
　市の窓口業務や子育て・福祉などの行政情
報のほか、歴史・文化・観光などを加えた暮
らしに役立つ情報が掲載されています。これ
を身近なところに置いてご活用になり、皆さ
んのよりよい暮らしの一助となれば幸いです。
　また発行にあたり、ご協力くださった事業
所等の皆さんに心から感謝申しあげます。
※ 6 月 13 日に各世帯へ配付し、公共施設に
　も備えてあります。
※電子書籍版は、市ホームページでご覧くだ
　さい。

こどもたちの笑顔がいっぱい 伊佐市「暮らしの便利帳」

松崎弘一さん（本城麓・77 歳）
　教員生活 38 年、クエートの日本人学校教
頭や旧菱刈町の教育長などを歴任。長年の教
育功労が認められ、瑞宝双光章を受章されま
した。「バラエティ豊かな教員生活で充実し
ていた。今はパークゴルフを楽しんでいる。」
と話されました。

塩屋広志さん（重留西・71 歳）
　伊佐市の消防団副団長を務めるなど、46
年の長きにわたり消防・地域防災活動に尽力
された功績が認められ、瑞宝双光章を受章さ
れました。「同僚や家族の支えがあって大好
きな消防団を続けてこられた。感謝してい
る。」と話されました。

2014 春の叙勲 おめでとうございます



ま ち
の 話 題

11　　広報いさ  2014.07.01

　５月 26 日の「花の日」にちなんで、大口
幼稚園の園児がお花を届けてくれました。
　市役所大口庁舎を訪れたのは、ひばり組
25 人を代表した４人の園児たち。
　この日はあいにくの雨でしたが、そんな天
気にもよく似合うアジサイの鉢植えをプレゼ
ントしてくれました。
　花の贈呈と共に、４人からは「ぞうさんの
ぼうし」の元気な歌のプレゼントもあり、庁
舎は明るい雰囲気に包まれました。

　伊佐市教育委員会は、小中学生を対象に基
礎学力向上を目的とした「土曜いきいき講
座」を開設。５月 17 日の開講式には児童生
徒 48 人が参加しました。
　「基礎・基本講座」では学年ごとに３教科
９コースにわかれ、元教員や専門家が指導す
る国語、数学、英語の授業を受けました。
  「教養講座」では英語クラブやパソコンク
ラブがあり、資格取得をめざします。

　６月 17 日、ＪＡ北さつま伊佐カボチャ振
興会は、５年ぶりに「夏カボチャ出発式」を
行いました。
　同会の会員 150 人は栽培面積約 30 ヘク
タールの畑に、粘質系で食味良好の「えびす」
と、粉質系で甘味の強い「味皇」、「栗五郎」
の３品種を栽培しています。
  生産者は天候に左右されながらも手間暇を
惜しまず上質のカボチャつくりに励み、今年
も美味しいカボチャができあがりました。

　６月５日、市内の小中学校・保育園など
15 か所の水道施設巡回点検と修理サービス
が行われました。これは市内の水道指定工事
店 24 社の皆さんによる水道週間にあわせ行
ったボランティア活動です。点検後は蛇口の
調子がとても良くなりました。ありがとうご
ざいました。
　水道の修繕はこちらへご連絡ください。
○大口地区水道修繕センター　☎㉓５３３３
○菱刈地区水道修繕センター　☎㉖２８７０

花と歌のプレゼント

県内初！土曜講座

夏カボチャ出発式

「安全でおいしい水を」
水道無料点検
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男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と
を
職

場
・
団
体
研
修
・
グ
ル
ー
プ
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
女
性
グ
ル
ー
プ
に
限
ら

ず
、
企
業
・
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

概
ね
5
人
以
上
参
加
で
き
る
市
内
の

企
業
・
事
業
所
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等

時
　
間

　

原
則
、
平
日
の
10
時
～
20
時
の
間
で

１
～
２
時
間
程
度

場
　
所　

伊
佐
市
内

※
会
場
の
手
配
や
準
備
は
申
込
者
側
で

　

お
願
い
し
ま
す
。

講
師
及
び
講
師
料

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
・
伊
佐
市
職
員
を
無
料
で
派
遣
し
ま

す
。

出
前
講
座
の
内
容

○
「
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
の
意
識

　

に
つ
い
て
」（
男
だ
か
ら
…
女
だ
か
ら

　

…
損
得
を
し
た
こ
と
っ
て
な
い
で
す

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

あ
な
た
の
職
場
で
・
団
体
で
！

男
女
共
同
参
画
「
出
前
講
座
」

１
１
０
番
だ
よ
り

平
成
26
年
度
警
察
官
募
集（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

問
い
合
わ
せ
先　
伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

受
験
資
格

▽
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
（
大
学
を

卒
業
し
た
人
及
び
平
成
27
年
３
月
末
で

大
学
卒
業
見
込
み
の
人
は
除
く
。）

▽
警
察
官
Ｂ
（
武
道
）

　

右
に
該
当
す
る
男
性
で
、
柔
道
ま
た

は
剣
道
の
段
位
が
２
段
以
上
の
人

第
１
次
試
験
日　

９
月
21
日
（
日
）

試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
一
般

検
査
、
実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

試
験
地

　

鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、
奄
美
市

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配
布
場
所

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
鹿
児
島
県
警

察
本
部
ま
た
は
県
内
各
警
察
署
等
で
配

布
し
ま
す
。

受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
６
日
（
水
）
～
８
月
22
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.kagoshi
m

a.jp/police

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

か
？
）

○
「
男
女
の
人
権
の
尊
重
に

　

つ
い
て
」
考
え
て
み
ま
せ

　

ん
か
？

期
　
間

　

７
月
～
平
成
27
年
2
月
末

申
込
方
法

　

希
望
す
る
開
催
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
「
出
前
講
座
実
施
申
込
書
」
に
記
入

の
う
え
、
企
画
政
策
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
講
師
と
日
程
調
整
後
、
市
か

ら
ご
連
絡
し
ま
す
。（
日
程
を
変
更
し

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

※
申
込
書
は
企
画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

　

あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日　

７
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

時
　
間　

13
時
30
分
～
16
時

場
　
所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
２
２
２
０

伊
佐
警
察
署
警
務
課　

☎
�
０
１
１
０ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ  ＰＯＬＩＣＥ



13　　広報いさ  2014.07.01

問
い
合
わ
せ
先
　
こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
�
１
３
１
１

い
ま
す
。
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は

患
者
の
飛
ま
つ
（
唾
液
の
し
ぶ

き
）
な
ど
に
よ
っ
て
ほ
か
の
人

に
う
つ
り
ま
す
。
症
状
が
で
る

前
後
約
１
週
間
は
、
周
り
の
人

に
う
つ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

な
ぜ
風
し
ん
に
か
か
る
と
よ
く

な
い
の
？

　

妊
娠
し
た
女
性
（
特
に
20
週

頃
ま
で
）
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
胎
児
も
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
、
生
ま
れ
て
き
た

赤
ち
ゃ
ん
の
耳
が
聞
こ
え
に
く

く
な
る
、
目
が
見
え
に
く
く
な

る
、
心
疾
患
な
ど
の
「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病
気

に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
平
成
24

年
10
月
か
ら
平
成
26
年
２
月
末

ま
で
に
、
42
人
の
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
患
者
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

感
染
予
防
と
し
て

①
外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い

　

や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
気

　

季
節
的
に
春
か
ら
夏
に
か
け

て
多
く
発
生
す
る
風
し
ん
ウ
イ

ル
ス
は
急
性
の
発
疹
性
感
染
症

で
す
。

　

昨
年
、
県
で
も
流
行
し
た
風

し
ん
で
す
が
、
全
国
で
は
全
数

報
告
疾
患
と
な
っ
た
平
成
20
年

以
降（
平
成
20
年
～
平
成
25
年
）

で
は
最
も
多
い
報
告
数
（
累
計

１
４
、３
５
７
例
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
の
報
告
に
よ
る
と
、

首
都
圏
や
近
畿
地
方
で
の
報
告

が
多
く
、
患
者
の
７
割
以
上
は

男
性
で
、
う
ち
20
代
～
40
代
が

約
８
割
を
占
め
ま
し
た
。

　

主
な
症
状
と
し
て
は
、
発

熱
、
発
疹
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ

が
認
め
ら
れ
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
も
症
状
が
で
な
い
人
も

約
15
％
～
30
％
程
度
い
る
よ
う

で
す
。
基
本
的
に
は
予
後
良
好

な
疾
患
で
す
が
、
ま
れ
に
脳
炎

に
な
っ
た
り
血
小
板
と
い
う
血

液
の
成
分
が
減
少
し
て
、
皮
膚

に
紫
色
の
斑
紋
が
現
れ
る
人
も

　

を
つ
け
る
。

②
急
な
全
身
性
の
発
疹
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
ら
早
め
に

　

医
療
機
関
を
受
診
し
、
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク
を
着

　

用
す
る
。

③
定
期
予
防
接
種
対
象
者
は
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

※
市
で
は
１
歳
児
（
１
期
）
と
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
（
２

　
　

期
）
の
計
２
回
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
歳
に

　
　

な
っ
た
ら
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。（
対
象
者
に
は
、
こ
ど

　
　

も
課
か
ら
予
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。）

④
妊
婦
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
妊
婦
の
家
族
の
人
は
、
任
意
（
有

　

料
）
で
の
予
防
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

⑤
妊
娠
中
の
女
性
は
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
可
能
な

　

限
り
人
混
み
を
避
け
、
不
要
な
外
出
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

発熱

発疹

風しんの予防接種で
未来の赤ちゃんを

守れます！

リンパ節
の腫れ

　
　

　　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　　赤ちゃんを守ろう



キ
ビ
ナ
ゴ
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レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

キビナゴの
味噌なます

〈作り方〉　
①だいこん・にんじんを千切りにし、薄
　塩をしてから、水洗いして絞る。
　キビナゴは内臓・頭を取って洗い、水
　を切っておく。
②Ａで和える。

Vol.45

「シャキシャキの食感がたまらない」

　

南
三
陸
町

は
四
季
を
通

じ
て
旬
の
海

鮮
、
海
産
物

を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま

す
。
５
月
か

ら
８
月
に
旬

を
迎
え
る
「
海
の
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
」と
も
呼
ば
れ
る『
海
鞘
』（
ホ

ヤ
）
を
初
め
て
食
べ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

東
北
や
北
海
道
で
は
一
般
的

な
食
材
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お

り
、
商
店
街
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

大
量
に
並
ん
で
い
ま
す
。
ホ
ヤ

は
、
異
様
な
見
た
目
で
す
が
、

よ
く
「
海
を
食
べ
て
い
る
よ
う

な
…
」
な
ど
と
評
さ
れ
独
特
の

風
味
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し

た
。
い
ざ
食
し
て
み
る
と
、
や

は
り
海
水
や
潮
の
香
り
を
お
も

わ
せ
る
微
妙
な
塩
味
と
甘
み
が

あ
り
、
プ
ル
プ
ル
と
新
鮮
な
食

感
で
し
た
。
今
回
は
刺
身
で
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ホ
ヤ
は
火

を
通
す
と
、
ま
っ
た
く
違
う
お

い
し
さ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

次
は
茹
で
ホ
ヤ
や
焼
き
ホ
ヤ
を

試
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
担
当
し
て
い
る

被
災
住
宅
の
再
建
支
援
・
相
談

業
務
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
別
移

転
（
被
災
者
各
自
が
移
転
先
を

用
意
し
て
再
建
）
や
現
地
再

建
・
修
繕
の
支
援
相
談
に
加
え

て
、
町
で
整
備
し
た
高
台
造
成

団
地
へ
の
移
転
事
業
に
よ
る
再

建
支
援
、
ま
た
災
害
公
営
住
宅

入
居
の
移
転
費
助
成
な
ど
相
談

内
容
が
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
相
談
件
数
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

被
災
者
が
安
全
な
場
所
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
住
宅
再
建

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。（

木
ノ
上
勝
志
）

〈材　料〉４人分
キビナゴ　20 匹
だいこん　120g
にんじん　12g
ごま　　　少々
塩　　　　少々

酢　　1/3 カップ
酒　　大さじ３
砂糖　大さじ２
味噌　大さじ２
塩　　少々

Ａ
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所
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活
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る
住

宅
再

建
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お
手

伝
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で

き
る

よ
う

努
め

て
い

き
た

い
。
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を
お

も
わ

せ
る

よ
う

な
微

妙
な

塩
味

と
甘

み
が

あ
り

、
プ

ル
プ

ル
と

し
た

新
鮮

な
食

感
で

し
た

。
今

回
は

刺
身

見
た

目
は

グ
ロ

テ
ス

ク
で

す
が
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・
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。
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Minamisanriku　Town
　

南三陸だより
Vol. 27
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

15　　広報いさ  2014.07.01

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　ぐっすり眠っていた、
ながねぎきょうだいたち
は、おひさまが昇ると同
時に起きました。でも末
っ子のシーちゃんがまだ
寝ています。お兄さんお
姉さんが歌って起こそう
としますが、それでも起
きなくて…。　

　それぞれの夜。そ
れぞれの朝。扉を開
けて、彼らは出会っ
た…。新米宅配ドラ
イバー沖田大和と息
子・進の奮闘を描く

「ホリデー」シリー
ズのスピンアウト短
編集。

ながねぎきょうだい　中川ひろたか（文）   鈴木真実（絵）

（出版：童心社） （出版：文藝春秋）

ホリデー・イン　坂木司

【　児　童　】
かむさりやまのおまじない 三浦しをん
コロッケくんのぼうけん 二宮由紀子
のっぺらぼうのおじさん そうまこうへい
いっしょにいってもいい？ ブライアン・テッパン
メランコリー・サガ ひこ・田中

【　一　般　】
夜は終わらない 星野智幸
平凡 角田光代
女を観る歌舞伎 酒井順子
八月の六日間 北村薫
瓜子姫の艶文 坂東眞砂子

【イベント情報】
ルピナスおはなしかい
日　時　７月 24 日（木）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
ふれあいメルヘンひろば
日　時　７月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

【古本市・雑誌リサイクル】※ １人４冊まで
期　間　７月 24 日（木）～８月９日（土）
場　所　大口ふれあいセンター

◎海音寺潮五郎記念
「銀杏文芸賞」（締切：8 月 29 日） 
「読書感想文・画コンクール」
対象：小・中・高生
 （締切：9 月 30 日）

○

【７月の図書館カレンダー】

○○

【図書館へ献本】
田ノ上淑子さん　（エッセイ同好会）  
東條孝一さん　　（湯之尾）   
岸崎耕さん　　　（米子市）

夏休み
の学習に！
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

期
　
　
間

　

７
月
18
日
（
金
）
～
８
月
31
日
（
日
）

時
　
　
間　

①
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

②
13
時
～
15
時

　
　
　
　
　

③
15
時
30
分
～
17
時
30
分

※
イ
ベ
ン
ト
や
悪
天
候
の
場
合
、
臨
時
に
休

　

業
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
日
程
は
休
業

が
決
定
し
て
い
ま
す
。

○
７
月
18
日
（
金
）
①

○
７
月
22
日
（
火
）
②
と
③

○
７
月
23
日
（
水
）
①
～
③

○
８
月
31
日
（
日
）
③

料
　
　
金　

１
回
（
２
時
間
以
内
）

▽
幼
児　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
円

▽
小
・
中
・
高
児
童
生
徒　

１
０
０
円　
　

▽
一
般　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

市
営
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

無
料
法
律
相
談

平
成
26
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

古
代
人
に
な
ろ
う
！

土
の
お
面
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
免
許
試

験

　

市
は
関
東
伊
佐
会
と
共
催
で
、
7
月
28
日

（
月
）
に
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

遺
産
相
続
や
家
庭
内
暴
力
、
ま
た
隣
人
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
、
法
律
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
（
先
着
順
）
で
、

一
人
あ
た
り
30
分
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士

　

小
野
幸
二
氏
（
羽
月
出
身
、
関
東
伊
佐
会

会
長
・
伊
佐
ふ
る
さ
と
大
使
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係

☎
�
１
３
１
１

　

鹿
児
島
国
際
大
学
に
お
い
て
、
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

試
験
日　

８
月
30
日
（
土
）

試
験
の
種
類

○
第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者

○
一
級
・
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

○
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

○
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
（
ク
レ
ー 

　

参
加
費
は
無
料
で
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。

日
　
　
時　

7
月
13
日 

（
日
）
９
時
～
12
時

場
　
　
所　

十
曽
こ
ど
も
の
森

※
雨
天
時
は
フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス
。

対
　
　
象    

3
歳
以
上

定
　
　
員    
40
人

※
お
面
は
火
入
れ
し
、
7
月
25
日
に
完
成
し

　

ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

  （
担
当
：
濱
田
）

　

平
成
26
年
７
月
分
～
平
成
27
年
６
月
分
の

免
除
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し

て
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
が
承
認

さ
れ
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
給
す
る
た
め

の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資

格
期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
免
除
申
請

　

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
つ
く
り
の
た
め
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
高
校
生
な
ど
の

団
体
に
も
広
く
呼
び
か
け
、
地
域
ぐ
る
み
で

活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
治
会
の
実
情
に
合
わ
せ
予
定
日
以
外
で

　

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

実
施
予
定
日　

○
８
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　

○
12
月
７
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係　

☎
�
１
０
６
０

平
成
26
年
度
ふ
る
さ
と
美
化
活
動

月
よ
り
２
年
１
か
月
遡
っ
て
、
免
除
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
６

月
分
の
免
除
を
希
望
す
る
人
は
、
７
月
31
日

ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係　
　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

　

西
太
良
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

床
改
修
工
事
の
た
め
次
の
期
間
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

期
　
　
間　

９
月
８
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係☎

�
１
３
１
１

西
太
良
コ
ミ
ュ
セ
ン
利
用
休
止

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
家
庭
に

は
、
事
前
に
検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
無
料

で
交
換
に
伺
い
ま
す
。

　

７
月
の
対
象
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
菱
刈
地
区
】　

重
留
西
の
一
部
、
薬
師

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
。
そ

　

の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便
受

　

け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係　
　
　
　

☎
�
１
３
１
１

市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

問
い
合
わ
せ
先

市
営
プ
ー
ル
（
オ
ー
プ
ン
期
間
の
み
）　

☎
�
５
８
３
８

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係　
　
　
　

☎
㉖
１
５
７
８
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タケシタの家造り 検索

広告

H     P   http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 : 伊佐市大口小木原８９９
TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

広告

サ
ム
ラ
イ
に
な
ろ
う
！

道
着
、
袴
を
着
け
て
の
居
合
体
験
！

　

大
口
保
健
所
で
は
、「
肝
臓
週
間
（
７
月

28
日
～
８
月
３
日
）」
に
あ
わ
せ
て
平
日
夜

間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
査
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
　
　
時　

７
月
29
日
（
火
）
17
時
～
19
時

場
　
　
所　

大
口
保
健
所

※
予
約
は
７
月
28
日
（
月
）
17
時
ま
で
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係　
　
　

☎
�
５
１
０
３

　

平
成
26
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対
策
制
度

に
か
か
る
申
請
書
、
団
地
申
請
、
二
毛
作
申

請
等
は
、
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
農
業
再
生
協
議
会
（
菱
刈
庁
舎
内
）

☎
㉓
１
３
１
１

日
　
　
時　

７
月
24
日
（
木
）
10
時

場
　
　
所　

山
野
西
文
化
交
流
館

対
象
者

　

小
学
校
高
学
年
、
中
・
高
・
大
学
生

定
　
　
員　

60
人

参
加
費　

５
０
０
円

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
、
材
料
費
）

内
　
　
容

○
道
着
、
袴
を
着
け
て
の
居
合
体
験

○
竹
で
楽
器
を
作
っ
て
演
奏

申
込
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
身
長
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
ハ
ガ

キ
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
21
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
６
３
４

農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

農
業
を
リ
タ
イ
ア
し
全
て
の
経
営
農
地
を

他
の
農
家
に
貸
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に

助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
集
落

（
地
域
）
で
ま
と
ま
っ
て
農
地
を
担
い
手
農

家
に
集
積
す
る
事
業
も
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会

申
込
受
付
期
間

　

７
月
15
日
（
火
）
～
24
日
（
木
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
14
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
、裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w

w
.courts.go.jp/saiyo/index2

.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第

一
係　
　

☎
０
９
９
・
８
０
８
・
３
７
０
７

裁
判
所
一
般
職
採
用
（
高
卒
者
）
試

験

日
　
　
時　

７
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

場
　
　
所　

大
口
明
光
学
園

対
　
　
象
　
小
学
５･

６
年
、
中
学
３
年
女

　
　
　
　
　

子
お
よ
び
そ
の
保
護
者

内
　
　
容　

希
望
別
体
験
や
英
会
話
な
ど

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.o
kuchim

eiko.ac.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園　
　
　
　
　

☎
�
０
６
０
９

大
口
明
光
学
園
一
日
体
験
入
学

「
肝
臓
週
間
」
平
日
夜
間
検
査

伊
佐
市
大
口
小
川
内
５
７
３
―
９
９

山
野
西
文
化
交
流
館　

☎
・　

㉙
３
３
５
５

m
agadis@

aol.com

　

ン
限
定
）

○
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士　

○
潜
水
士

○
発
破
技
士　

○
揚
貨
装
置
運
転
士

受
験
申
請
書
の
受
付
期
間

　

７
月
２
日
（
水
）
～
16
日
（
水
）

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kyushu.exam
.or.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２
・
４
３
・
３
３
８
１

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
す
る
説
明
会
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
　
　
時　

７
月
10
日
（
木
）
９
時
30
分
～

場
　
　
所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
２
係　
　
　

☎
�
１
３
６
５
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伊佐市からのお知らせ

募
　
　
集

鹿児島第一中学校 高等学校 〒899-4345   霧島市国分府中214番地 

ＴＥＬ 0995（46）7831 http://k-daiichi.jp/ 

 スクールバス ☞ 大口コース（大口ふれあいセンター発・菱刈中学校前経由）運行中！ 

広告

封
筒
種
類 

広
告
欄
の

 
大
き
さ

作
成
枚
数

1
枠
当
り

金
額（ 

税
込
）
募
集
枠

長形３号
（中封筒）

縦 8.5cm
×

横 10cm

40,000 枚

86,400 円

２枠

　

市
で
は
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域
経
済
の

振
興
を
目
的
に
、
市
が
使
用
す
る
一
般
業
務

用
封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間　

7
月
1
日
（
火
）
～
10
日
（
木
）

※
募
集
枠
が
埋
ま
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

封
筒
種
類

※
封
筒
の
色
は
う
ぐ
い
す
色
で
文
字
と
広
告

　

は
一
色
刷
り
で
す
。

掲
載
基
準

　

広
告
内
容
に
よ
っ
て
、
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
伊
佐
市
封
筒
類
広
告
掲

載
取
扱
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
要
綱
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

申
込
方
法

　

申
込
書
を
会
計
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
す
る
か
会
計
課
に
あ
り
ま
す
。

封
筒
使
用
期
間

封
筒
広
告
掲
載
の
募
集

　

封
筒
が
無
く
な
る
ま
で
（
概
ね
1
年
）

そ
の
他

　

広
告
ス
ペ
ー
ス
欄
外
に
「
伊
佐
市
で
は
、

財
源
確
保
の
た
め
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。」
の
文
字
が
入
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

会
計
課
管
理
係
（
大
口
庁
舎
）☎

�
１
３
１
１

　

夏
休
み
期
間
に
子
ど
も

た
ち
の
前
で
本
の
読
み
聞

か
せ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

募
集
対
象
者　

小
学
校
５
・
６
年
生
～
高
校
生 

活
動
日

　

７
月
26
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
日
）
の

う
ち
参
加
で
き
る
日

場
　
　
所　
大
口
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー
等

募
集
期
限　
７
月
23
日
（
水
） 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
大
口
図
書
館　
　

☎
�
０
１
４
７

夏
休
み
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
体
験

入
校
生
募
集

平
成
26
年
度
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

中
・
高
校
生
、
一
般
を
対
象
に
木
工
・
建

築
大
工
の
体
験
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。
作

品
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
　
　
時　

８
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

募
集
人
員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

※
１
日
傷
害
保
険
の
加
入
を
予
定
。

申
込
方
法

　

県
内
の
各
中
学
・
高
等
学
校
、
職
業
安
定

所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
中
・
高
校
生
は
学
校
に
相
談
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
30
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
・
５
３
・
０
２
０
７

　

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

参
加
費　

９
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、
帰
国
時

　

宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数
料
等
は
含
ま
れ

　

て
い
ま
せ
ん
。

実
施
地
域

　

旧
満
州
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

な
ど
15
地
域
を
計
画
。

　

実
施
日
な
ど
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１
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（
５
月
９
日
～
５
月
29
日
受
付
分
）

小
田
原　

颯さ
つ
き希
（
雅
俊
・
下
市
山
）

上
園　

智と
も
や也
（
卓
哉
・
宮
人
）

寳
川　

蒼そ
う
め
い明
（
利
満
・
薬
師
）

中
鶴　

紘ひ
ろ
と人
（
聡
・
下
目
丸
）

日
當
瀨　

初い
ち
か愛
（
大
佑
・
上
ノ
馬
場
）

前
田　

唯た
だ
な
り成
（
康
経
・
朝
日
団
地
）

山
口　

蕾ら
い
じ侍
（
真
侍
・
町
船
津
田
下
）

若
松　

桜さ
く
の
し
ん

乃
心
（
大
作
・
大
道
）

（
５
月
１
日
～
５
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

大
園　

フ
ヂ
エ　
　

97　
（
下
青
木
）

河
野　

末
葊　
　
　

87　
（
上
八
坂
中
央
）

園
田　

道
子　
　
　

85　
（
舟
ノ
川
）

中
之
薗　

冨
治　
　

81　
（
笹
野
）

永
田　

貫
二　
　
　

85　
（
西
本
町
）

西
元　

昭
夫　
　
　

85　
（
下
青
木
）

東
中　

ミ
キ　
　
　

105　
（
篠
原
）

冷
水　

ハ
ツ
子　
　

93　
（
上
町
）

細
見　

晴
美　
　
　

74　
（
八
坂
団
地
）

三
宅　

龍
則　
　
　

73　
（
奈
良
野
）

佐
藤　

ア
サ
子　
　

94　
（
舟
ノ
川
）

羽
月
地
区

広告

　 宮
里　

武
則　
　
　

83　
（
包
ノ
原
）

山
崎　

正
人　
　
　

68　
（
駅
前
）

山
之
口　

信
夫　
　

81　
（
川
岩
瀬
）

竹
之
内　

弘　
　
　

84　
（
駅
前
）

西
太
良
地
区

川
原
園　

ヒ
デ
子　

91　
（
川
西
）

齊
藤　

キ
ヨ　
　
　

96　
（
高
野
）

米
森　

ミ
キ　
　
　

89　
（
川
西
）

菱
刈
地
区

小
野
原　

昭
美　
　

54　
（
下
馬
場
）

坂
元　

長
男　
　
　

91　
（
重
留
西
）

園
田　

春
子　
　
　

92　
（
永
池
）

長
野　

稔　
　
　
　

84　
（
築
地
中
）

原
口　

正
明　
　
　

88　
（
築
地
上
）

福
本　

誠
之　
　
　

81　
（
前
目
下
）

【今月の表紙】

初夏の梅ちぎり
　６月中旬、曽木小学校の 1
年～ 4 年生の児童 21 人が梅ち
ぎりに汗を流しました。鈴なり
に実がついた枝に手を伸ばし、
カゴいっぱい収穫した 100kg
の青梅は、梅ジャムや梅干しに
加工されるということです。

広告

※
団
体
の
み

伊
佐
レ
ク
ダ
ン
ス
協
会

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援
金

今夏における節電のお願い
　昨夏より大幅に厳しい需給状況となることが
予想されます。生活・健康や生産・経済活動に
支障のない範囲で可能な限り、節電にご協力をお願いします。
期　　間　７月１日（火）～９月 30 日（火）の平日
　　　　　※ ８月 13 日（水）～ 15 日（金）は除く。
時　　間　９時～ 20 時　※ 重点的な節電時間帯 13 時～ 17 時
問い合わせ先　九州電力株式会社霧島営業所

☎０１２０・９８６・８０３
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編
集
後
記

人口のうごき

H26. ６. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,414 人　  （－    ５）
　男　　13,155 人　  （＋    ４）
　女　　15,259 人　  （－    ９）
世帯数　14,090 世帯  （＋    ６）

◆ ◆

　

車
椅
子
バ
ス
ケ
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
伊
佐
で
合

宿
を
行
い
ま
す
。
そ
の
準
備
の
た
め
佐
賀
県
で
行

わ
れ
た
車
椅
子
バ
ス
ケ
大
会
を
視
察
し
て
き
ま
し

た
。

　

初
め
て
観
る
車
椅
子
バ
ス
ケ
の
ス
ピ
ー
ド
感
と

迫
力
、
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
は
格
闘
技
の
よ
う

で
興
奮
し
ま
し
た
。
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
今
ま
で
関
心
が
な
か
っ
た
人
も
必
ず
惹
き
つ
け

ら
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
機
会
は
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を

知
る
・
観
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
こ
と
で

す
。
ぜ
ひ
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
観
て
も
ら
い
た

い
。
私
自
身
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
た
の

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
子
ど
も
の
頃
に
障

が
い
者
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
な
い
ま
ま
大
人
に
な

る
と
、
接
し
方
な
ど
に
多
少
の
緊
張
感
を
も
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
知
る
、
触
れ
あ
う
機
会
が

あ
れ
ば
自
然
な
心
遣
い
が
当
た
り
前
に
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

車
い
す
バ
ス
ケ
を
通
し
て
、
健
常
者
と
障
が
い

者
と
い
う
心
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
」
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　

共
に
助
け
合
い
想
い
合
う
こ
と
の
感
動
を
、
お

届
け
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
―
。

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎㉙４１１３

koho@city.isa.lg.jp

　

私
達
中
学
3
年
に
と
っ
て
最
後
の
大
会
と
な
っ

た
地
区
総
体
が
終
わ
っ
た
。
県
大
会
に
出
場
で
き

な
い
チ
ー
ム
は
３
年
生
が
引
退
し
、
１
・
２
年
生

だ
け
の
新
チ
ー
ム
に
な
る
。

　

最
後
の
試
合
が
終
わ
っ
た
あ
と
後
輩
が
言
っ
た

「
3
年
生
が
い
な
く
な
る
と
寂
し
い
で
す
。」
と
い

う
言
葉
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。
後
輩
へ
の
接
し

方
で
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
分
、
そ
の
言
葉
で
心

が
あ
た
た
か
く
な
っ
た
。

　

後
輩
た
ち
も
こ
れ
か
ら
辛
い
こ
と
や
大
変
な
こ

と
も
あ
る
と
思
う
け
ど
、
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

（
大
口　

ち
ろ
る
ち
ょ
こ　

10
代
）

　

僕
は
中
学
3
年
に
な
り
、
市
役
所
で
職
場
体
験

を
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
課
で
は
事
務
仕
事
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
湯
之
尾
の
鯉
の
ぼ
り
を
片
づ
け

た
り
、
広
報
の
写
真
撮
影
を
手
伝
っ
た
り
、
公
園

管
理
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
り
、
市
役
所
の
職
場
体

験
で
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。 

　

Ｓ
・
Ｔ
さ
ん
、
職
場
体
験
で
は
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
ね
。
私
た
ち
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
い
3
日
間
で
し
た
。

　

出
会
っ
た
Ｐ
Ｒ
課
の
皆
さ
ん
は
「
じ
っ
と
し
て

い
る
の
が
嫌
い
だ
」
と
い
う
元
気
な
人
ば
か
り
で

し
た
。
自
分
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
だ
な
ぁ
と
、
と
て
も
い
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。　
　
（
大
口　

Ｓ
・
Ｔ　

10
代
）

　

六
月
灯
は
、旧
薩
摩
藩（
鹿
児
島
、宮
崎
の
一
部
）

で
行
わ
れ
る
祭
り
で
、
鹿
児
島
の
夏
の
風
物
詩
と

も
な
っ
て
お
り
、
７
月
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
所

で
笛
や
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
特
に
、
地
元

の
郡
山
八
幡
神
社
の
六
月
灯
を
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
７
月
19
日
と
聞
き
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
が
作
る
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
舞
台

も
太
鼓
や
踊
り
な
ど
に
知
り
合
い
が
出
演
す
る
田

舎
な
ら
で
は
の
素
朴
な
祭
り
で
、
孫
た
ち
が
喜
ぶ

昔
な
が
ら
の
縁
日
も
あ
り
、
な
ん
と
な
く
ウ
キ
ウ

キ
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

（
牛
尾　

お
祭
り
ガ
ー
ル　

50
代
）
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